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海外EDI事情
■日本と海外のEDIの違い
· 日本は、企業間で直接接続するパターンが多いが、海外はその多くがVAN経由。
インターネットEDIになり直接接続が増えた模様。
· 直接接続とみられる場合は、その企業自体がVANを運営していることが多い。
· 海外のVANは、日本と違い比較的VAN間接続が自在。その分利用料が日本に比して割高。
· ユーザは、ひとつのVANと契約すれば、異なるVANの先につながるユーザとの接続は保証されている。
· ただ、最近は接続相手の利便性を考え複数のVANを採用するハブ企業も増えてきている。
· VANも日本と違い、地域に根差した事業者が多い。
■VANとの接続方法
· VANとの接続は、ほとんどが何らかのシンタックスを前提にデータ授受を求められる。
· メッセージは、昔から個別企業ごとの癖がある模様。
· これはインターネットが出現後も、接続方法がインターネットに変わっただけで、運用はそれほど変わっていない。
· データの授受は、従来は次の方法で行われていた。データ送信の場合、送信データ作成バッチ業務の後に通信ソフトをはさみVANへ送信。受信の場合は、受信バッチ業務の先頭で通信ソフトをはさみデータを受信。
· 最近では、集配信管理機能を持ったパッケージもそろい始めたと聞く。
■通信プロトコル
· 通信プロトコルはFTPが多い（VAN固有種もある）。他、Email、Web経由HTTPSなど。
· オープン系システムが普及してからは、管理機能やアプリケーション付きのパッケージ出がている。
· 最近になってインターネット用の標準プロトコルも使われるようになってきた。
· インターネットプロトコルとしては、AS2が急速に広がっている。特に米国。
· 欧州の自動車を中心に旧来のOFTPをインターネット版にしたOFTP2の需要も出てきている。
これは自動車業界のみならず隣接業界でも使われている様子。
ただし、OFTP2になってからの動向は未確認。
· 最近では、AS2の後継として、PushのみならずPullもサーポートしているebMSv3.0ベースのAS4が注目を集めている。
· 送達確認も、日本のような件数レベルではなく、ファイルが届いたか届いてないか程度。
■EDIのメッセージ
· 基本的にはシンタックスをベースに作られているが、業界ごとに開発。
■海外企業との接続
· 日本と海外の接続は、昔からその企業の米・欧拠点に社内オンラインで接続したり現地法人と接続し、そこから地元のVANへつないで現地同士の取引を行っている。
· その形態は今でもあまり変化はない模様。
· VANは、GXSを含む大手数社と地域VANが多い。
■最近の動向
· 欧米でのEDIは、旧来の通信プロトコルをインターネットプロトコルに変えたパターンで続いているが、新規はWeb経由が多い
· 新興国では従来型EDIがないため、ほぼすべてがWeb。
· 中国では、データを現地で触らせないようにするためWebを利用とのこと。
以上
